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問1 1940年代後半から始まった、アメリカを中心とする資本主義陣営とソ連を中心とする社会主義陣営の対立である「冷戦」につ
いて述べた次の文のうち、1980年代末の動向として正しいものはどれですか。 （2015年　佐賀公立入試　類似）

1.  1989年にベルリンの壁が崩壊
し、これを象徴として冷戦は終結
に向かった。

2.  1989年にベトナム戦争が勃発
し、冷戦がさらに激化した。

3.  1989年にベルリンの壁が築か
れ、これによって冷戦が始まっ
た。

4.  1989年にソ連によるアフガニ
スタン侵攻が始まり、冷戦が再燃
した。

問2 日本の生活文化の変遷を説明した資料において、1950年代半ばから1970年代前半にかけて、人々の生活を大きく変えた要因
として最も適切な説明を一つ選びなさい。 （2020年　和歌山公立入試　類似）

1.  高度経済成長によって、テレビ
や冷蔵庫などの家電製品が急速に
普及した。

2.  文明開化の影響により、太陽暦
が採用され一日の時間の使い方が
変化した。

3.  大衆文化が発展し、初めてのラ
ジオ放送が行われニュースが即座
に伝わるようになった。

4.  戦時体制の強化により、物資の
自由な売買が制限され配給制が一
般的になった。

問3 1955年から約38年間にわたって自由民主党が政権を維持し続けた「55年体制」が崩壊した背景と、その後の状況について述
べたものとして最も適切な説明を選びなさい。 （2025年　栃木公立入試　類似）

1.  ベルリンの壁崩壊などの冷戦終
結という国際情勢の変化や、政治
への不信が高まったことで自由民
主党が過半数を割り、非自民の連
立政権が誕生した。

2.  日米安全保障条約の改定をめぐ
る対立が激化したことで、社会党
を中心とする連立政権が樹立さ
れ、自由民主党は解散に追い込ま
れた。

3.  ベトナム戦争の終結を受けて、
防衛力の強化を求める国民の声が
高まった結果、自衛隊の設置とと
もに自由民主党の一党優位が確立
された。

4.  アメリカ同時多発テロ事件の影
響で国内の経済が混乱し、それに
対応できなかった自由民主党に代
わって、社会党が単独政権を樹立
した。

問4 1980年代後半、日本では実体経済の成長を大きく上回るペースで株価や地価が異常に上昇し、経済が過熱する状況が見られま
した。このような、実体以上の価値が付けられた不安定な経済状況を何と呼びますか。 （2023年　埼玉県公立入試　類似）

1.  バブル経済 2.  高度経済成長 3.  オイルショック 4.  デフレ・スパイラル

問5 1990年度から2010年度までの日本の経済成長の推移において、2008年以降に実質国内総生産の対前年度比がマイナス6パー
セント近くまで急落した要因となった出来事の名称として適切なものはどれですか。 （2018年　愛知公立入試　類似）

1.  世界金融危機 2.  石油危機（オイル・ショック） 3.  バブル経済の崩壊 4.  アジア通貨危機

問6 原爆ドームは、核兵器廃絶と恒久平和を求める象徴となっています。この場所をめぐる現代の動向として、2016年5月に現役
のアメリカ大統領として初めて広島を訪問し、平和記念公園で演説を行った人物は誰ですか。 （2017年　沖縄公立入試　類似）

1.  バラク・オバマ 2.  ドナルド・トランプ 3.  ジョー・バイデン 4.  ビル・クリントン

問7 1980年代後半、日本では土地や株式の価格が、実際の経済状況をはるかに上回って異常に高騰する現象が起きました。この現
象を何と呼びますか。 （2024年　三重公立入試　類似）

1.  バブル経済 2.  高度経済成長 3.  デフレーション 4.  石油危機

問8 2001年以降、日本ではインターネットの利用人口が急増し、情報化社会が加速しました。かつてのラジオのように、情報の送
り手が不特定多数の受け手に対して一方的に情報を伝えるメディアに対し、インターネットでは情報の送り手と受け手が入れ
替わり、互いに情報をやり取りできるという特徴があります。このような特徴を何と呼びますか。 （2018年　山形県公立入試　類似）

1.  双方向性 2.  一方的伝達 3.  情報のデジタル化 4.  マスメディアの独占

問9 1980年代後半から1990年代初頭にかけての、地価や株価が異常に高騰した「バブル経済」と呼ばれる時期における日本の廃
棄物の状況と、その背景について説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2018年　兵庫公立入試　類似）

1.  大量生産・大量消費の社会背景
により、ごみの総排出量は急激に
増加し、年間5000万トンを超える
水準に達した。

2.  環境保護意識の高まりによって
リサイクル運動が全国に普及した
ため、ごみの総排出量は1980年代
を通じて減少傾向にあった。

3.  不況による消費の冷え込みか
ら、ごみの排出量は1980年代後半
から1990年代初頭にかけて横ばい
の状態が続いた。

4.  プラスチック製品の利用を制限
する法律が施行されたことで、生
活系ごみの排出量は1970年代に比
べて大幅に抑制された。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
1989年にベルリンの壁が崩壊し、これ
を象徴として冷戦は終結に向かった。

第二次世界大戦後、世界はアメリカとソ連をそれぞれリーダーとする二つの陣営に分かれて対立し
ていましたが、1980年代末になると東欧諸国で民主化運動が高まりました。1989年のベルリンの
壁崩壊は、分断の象徴が失われたことを意味し、同年に行われたマルタ会談での冷戦終結宣言へと
つながる決定的な出来事となりました。ベトナム戦争は1960年代から70年代にかけての出来事で
あり、冷戦の始まりは1940年代後半のことです。

問2 答え 1
高度経済成長によって、テレビや冷蔵庫
などの家電製品が急速に普及した。

1950年代半ばから1970年代初頭にかけての日本は高度経済成長期と呼ばれ、国民の所得が増加し
ました。この時期には「三種の神器」（白黒テレビ、洗濯機、冷蔵庫）や、その後の「3C」（カラ
ーテレビ、クーラー、カー）といった家電製品が一般家庭に普及し、家事の負担軽減や娯楽の多様
化など、生活様式に劇的な変化をもたらしました。

問3 答え 1
ベルリンの壁崩壊などの冷戦終結という
国際情勢の変化や、政治への不信が高ま
ったことで自由民主党が過半数を割り、
非自民の連立政権が誕生した。

自由民主党（自民党）と日本社会党の対立を軸とした「55年体制」は、1989年のベルリンの壁崩
壊に象徴される冷戦の終結や、当時の政治汚職事件に端を発した国民の政治不信などを背景に、
1993年に終わりを迎えました。1993年の総選挙で自民党が過半数を割り、細川護熙を総理大臣と
する非自民の8政党による連立政権が発足したことは、戦後日本の政治史における大きな転換点で
す。

問4 答え 1
バブル経済

1980年代後半の日本では、投機的な動きによって不動産や株式への投資が加速し、資産価値が実態
とかけ離れて膨れ上がりました。この様子を「泡」に例えてバブル経済と呼びます。1990年代初頭
にこの泡が弾けるように価格が急落したことで、日本は長い景気後退期に入ることとなりました。

問5 答え 1
世界金融危機

アメリカのリーマン・ブラザーズの破綻をきっかけとする「世界金融危機」は、2008年から2009
年にかけて日本の経済に極めて深刻な影響を及ぼしました。統計上でも、この時期に実質国内総生
産（実質GDP）が前年度に比べて著しく減少していることが確認できます。他の選択肢である石油
危機は1970年代、バブル経済の崩壊は1990年代初頭、アジア通貨危機は1997年の出来事であり、
時期や下落の規模が異なります。

問6 答え 1
バラク・オバマ

2016年5月、三重県での伊勢志摩サミット出席に合わせて、バラク・オバマ大統領（当時）が被爆
地である広島を訪問しました。これは現役のアメリカ大統領として史上初めての出来事であり、原
爆ドームが見える平和記念公園での献花と演説を通じて、「核兵器のない世界」を追求する決意が
語られました。この訪問は、日米関係の深化と国際的な核廃絶への機運を高める歴史的な転換点と
なりました。

問7 答え 1
バブル経済

1980年代後半に発生したこの現象は、中身のない泡が膨らむ様子に例えて「バブル経済」と呼ばれ
ます。銀行からの融資が不動産や株式の購入に充てられ、実体経済を伴わない価格上昇が続きまし
た。1950年代半ばから1970年代初頭まで続いた「高度経済成長」とは、その背景や発生時期が明
確に異なります。

問8 答え 1
双方向性

ラジオやテレビなどの伝統的なメディアは、発信者が一方的に情報を届ける形式が主でした。これ
に対し、インターネットは個人が情報の受信者であると同時に発信者にもなれる「双方向」の性質
を持っており、掲示板やSNS、電子メールなどを通じて情報のやり取りが自由に行われるようにな
ったことが、社会に大きな変革をもたらしました。

問9 答え 1
大量生産・大量消費の社会背景により、
ごみの総排出量は急激に増加し、年間
5000万トンを超える水準に達した。

バブル経済期は、空前の好景気を背景に人々の消費活動が極めて活発になった時期です。この「大
量消費」のライフスタイルは、廃棄物の急激な増加を招きました。当時のごみ排出量の推移を見る
と、1980年代後半から急激に右肩上がりの曲線を描き、5000万トンを突破してピークへと向かう
様子が確認できます。この時期の社会問題は、後の循環型社会形成推進基本法の制定など、資源循
環への意識転換のきっかけとなりました。


